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研究成果の概要（和文）：身体障害、精神障害、発達障害、認知症等についての利用者参画の視

覚教材を開発するとともに、以上の視覚教材を活用した利用者参画の授業や研修会を実施した。

また、障害当事者が継続参加する授業をカリキュラムに位置づけて実施し、学生と障害当事者

の相互作用分析を行うとともに、教育における利用者の権利やリソースについての考察を行っ

た。なお、以上の成果については学術論文や学会発表および学会での自主シンポジウムの開催

等をとおして公開した。

研究成果の概要（英文）：

This project has developed visual aids for the education and training of human service 
professionals with the involvement of service users; people with physical disabilities, 
mental health problems, developmental disabilities and dementia. These visual aids were 
utilized in the lecturers and training workshops at the university and elsewhere for the 
training of students and practitioners. The program with the continuous involvement of 
service users has been put in the regular curriculum at the university, and analysis of the 
interaction between the participating students and people with disabilities and the rights 
of service users and the resources in the education was performed. 
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１．研究開始当初の背景
社会福祉教育への利用者参画は日本にお
いては、総じて受動的な段階に留まっており、
利用者の参画も身体障害に限定されがちで
ある。そこで本研究においては様々な障害当
事者やケアラーたちの社会福祉教育への参
画を図るとともに、教育における利用者の役
割を分析すること、利用者が福祉サービスや
養成教育に参画する権利について検討する
ことを目的とした。

２．研究の目的
研究目的は、保健･医療･福祉サービスの利
用者(以下:利用者)が参画する社会福祉教育
のナレッジデザインを開発すること、開発し
たデザインを活用してインタープロフェッ
ショナル教育を実施するための福祉コミュ
ニティを形成することである。

３．研究の方法
利用者参画のプロジェクトを編成し、社会
福祉教育のロールプレイやワークショップ
のための映像教材を開発するとともに、開発
した映像教材を使用した利用者参画の社会
福祉教育を体系的に実施した。また、プロジ
ェクトの拡充を図り、平成 22 年度には本プ
ロジェクトと大学内の実習教育の拠点とし
て「障害交流センター」を設置した。設置と
同時に、精神科病院のスタッフらと協働し、
精神障害当事者と学生との学内交流事業を
試行的に開始し、平成 23 年度からは身体障
害及び精神障害当事者が参画する学内実習
教育としてカリキュラムに位置づけた。一方、
従来からの利用者参画のプロジェクトには、
精神障害や身体障害や若年性認知症の当事
者とその家族、発達障害当事者の家族らが参
加するようになり、学生や地域住民を対象と
した利用者参画の社会福祉教育や医療福祉
サービス従事者への教育研修の拡充が図れ
るようにした。

４．研究成果
平成 21 年から 22 年度にかけては、利用者
参画の「教材開発」と「教育研修実施」のス
パイラルアップを図る研究を遂行するため
に、既に開発した教材を用いて、当事者参画
の社会福祉専門教育を実施すると同時に、福
祉サービス利用者が提供したスクリプトに
基づいてさらなる教材を開発した。開発した
教材は精神科デイケア場面や家族療法場面
に関する視覚教材であり、いずれもサービス
現場から提供を受けたスクリプトをもとに
作成してものである。以上の教材を活用して
学生、医療福祉サービス従事者、住民向けの
利用者参画の社会福祉教育を継続実施する
と同時に、教材開発から教育・研修の実施に
至るプロセスについて参加者間の相互作用

分析を行い、その成果の一部を学会や論文発
表により公表した。また、英国における利用
者参加の社会福祉教育のデータ収集を行い、
現状と課題を分析すると同時に、日本の現状
との比較検討を行った。
平成 23 年度からは、より広範囲の対象に
利用者参画の社会福祉教育や教育研修を実
施した。具体的には、① 認知症の当事者や
ケアラー、介護職が参画する映像教材づくり
と事例検討会の実施、② 教育現場における
保護者と教員の葛藤場面についての映像化
教材づくりと教育研修の実施、③ サービス
提供場面における「利用者／専門職」間の葛
藤を、DVD 教材と障害当事者の語りに基づい
て参加者全員が再構成と再体験を行うプレ
イバックシアター方式での研修会の実施等
である。また、既に開発した身体障害、精神
障害、発達障害に関わる DVD 教材を用いて、
当事者参画の社会福祉教育や事例検討会や
教育研修を広範囲の対象者（学生・研究者・
医療福祉サービス従事者・地域住民）に実施
することによって、当事者参加のインタープ
ロフェッショナル教育の充実を図った。以上
の教育・研修の実施に至るプロセスについて
は平成 21 年度に引き続き参加者間の相互作
用分析を行うとともに、福祉コミュニティ形
成過程を明らかにする目的で、障害児の母親
や地域住民、療育者、認知症当事者とそのケ
アラー等を対象としたインタビュー調査を
行い、その成果の一部を学会や論文発表によ
り公表した。さらに、近畿圏の福祉専門職の
養成校における利用者参画の教育の実態を
明らかにする目的でアンケート調査を実施
するとともに、前年度に引き続き英国におけ
る利用者参加の社会福祉教育のデータ収集
と分析を行った。
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